
奉
仕
 

大 
汗雪 
のに 

.
．月
に
入
っ
て
大
雪
に
見
舞

わ
れ
積
雪
が
一
H
を
こ
え
た
。
 

町
で
は
“豪
雪
対
策
本
部
を
を設

置
。
道
路
の
除
排
雪
を
徹
底
す

る
な
ど
雪
害
に
備
え
た
。
 

一
方
、
消
防
団
員
や
青
年
団

員
、
そ
れ
に
役
場
職
員
ら
は
、
 

一
人
暮
ら
し
老
人
な
ど
の
家
庭
 

を
訪
れ
、
持
ち
寄
っ
た
ス
コ
ッ

プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
で
雪

降
ろ
し
に
汗
を
流
し
た
。
 

こ
の
日
も
時
折
雪
の
舞
う
あ

い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
が
、
屋

根
に
積
も
っ
た
雪
を
き
れ
い
に

降
ろ
し
て
排
雪
。
お
年
寄
り
ら

に
喜
ぱ
れ
て
い
た
。
 

丁
資
●
，
,
 

昭和59/I 3月号 

集
 

編
 

金木町役場 行
 

発
 

14,433人 ＋ 4 

6,946人 ＋16 

7,487人 -12 

3.888世帯 ― 2 

人
ロ
と
世
帯
数
 

9月29日現在 前月比

人 口

男 

女 

世帯数 

、
 iう議長に・田雄造氏 

な お母さんが先生ですノ 
町民スキー大会 	 P4 

内 元気でがんぱってましたノ 

色 戸籍の窓お知りせ 

十
 

、
、
 



就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

金
木
町
議
会
議
長
 
野
 
宮
 
雄
 
造
 

よ
う
や
く
春
ら
し
さ
を
増
し
 

さ
で
、
こ
の
た
び
の
臨
時
町

て
参
り
ま
し
た
が
、
町
民
各
位
 
議

会
に
お
い
て
議
1
1各
位
の
温

に
は
益
々
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
 
か

い
ご
支
援
に
よ
り
不
肖
私
が

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

議
長
の
重
資
を
担
う
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

誠
に
光
栄
に
存
じ
、
深
く
謝

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
議
員
と
し
て
の
経
験

も
浅
く
、
ま
た
浅
学
非
才
で
あ

り
、
そ
の
器
で
は
な
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
が
、
ご
推
せ
ん
を
 

一
 

一
 

新
議
員
の
組
織
会
と
も
い
わ

れ
る
第
百
三
上
ニ
回
臨
時
町
議

会
が
さ
る
三
月
五
日
、
今
久
米

雄
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
っ
て

開
会
、
議
長
に
野
宮
雄
造
氏
を

選
任
、
続
い
て
、
古
川
竹
夫
町

長
が
提
案
理
由
を
説
明
し
て
審

議
に
入
り
、
副
議
長
や
各
常
任

委
員
、

一
部
事
務
組
合
議
員
な

ど
を
選
任
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
月
二
十
八
日
で
任

期
満
了
と
な
る
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
に
は
、
現
委
員
全
員
 
 

か
再
選
さ
れ
ま
し
た

J
 

議
長
や
選
任
さ
れ
た
委
員
な

ど
は
次
の
通
り
で
す
。
 

。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

▽
議
 
長
 

野
宮
 
雄
造

▽
副
議
長
 
其

田
 
豊
一

▽
総
務
企
画
I
＠
鳴
海
義
男
 

0
吉
崎
正
光
 
野
宮
雄
造
 
古

川
哲
雄
 
小
田
桐
喜
吉
 

▽
教
育
民
生
I
O
西
村
節
男
 

O
小
野
祐
蔵
 
其
田
豊
一
 
竹

内
武
六
 
白
川
竹
治
 

▽
土
木

ー
O
小
林
長

一
 
 

O
伊
藤
清
慈
 
沢
田
政
孝
 
伊

丸
岡
勇
 
対
馬
兼
正
 

マ
農
林
商
工
ー
＠
吉
田
米
逸
 

O
白
川
億
政
 
今
久
米
雄
 
秋

元
武
治
 
沢
田
茂
 

▽
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
議

会
議
員
ー
伊
藤
清
慈
 

▽
公
立
金
木
病
院
組
合
議
会

議
員
I
白
川
徳
政
 
小
野
祐
蔵

今
久
米
雄
 
小
田
桐
喜
吉

マ
西
北
五
梢
神
薄
弱
児
施
設

組
合
議
会
議
員
ー
沢
田
政
孝

▽
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員
廿
秋
元
武
治
 
対
馬

兼
正
 

▽
津
軽
北
部
老
人
福
祉
事
務

組
合
議
会
議
員
I
伊
丸
岡
勇

鳴
海
義
男
 

さ
る
三
月
二
日
、
役
場
会
議

室
で
五
十
八
年
度
褒
賞
授
与
式

が
行
わ
れ
、
町
勢
の
発
展
に
尽

く
し
た

一
団
体
と
，,．十
六
人
に

占
川
竹
夫
町
長
が
褒
賞
状
を
贈

っ
て
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

〈
自
治功
労
賞
〉
 

今
久
米
雄

（
町
議
会議
員
三

十
年
以
上
）
田
中
勇
吉
（
同
）
 

野
宮
雄
造

（同
）
加
藤
卓
爾

（
 
 受

け
ま
し
た
う
え
は
、
重
資
を

肝
に
命
じ
、
身
を
挺
し
て
金
木

町
発
展
の
た
め
微
力
を
つ
く
す

所
存
で
ご
ぎ
い
ま
す
の
で
、
各

位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

い
ま
や
、
地
方
白
治
に
お
い

て
行
政
改
革
が
強
く
求
め
ら
れ
、
 

一
方
で
は
行
政
需
要
へ
の
対
応

が
ま
す
ま
す
多
様
化
を
つ
づ
け
 

「地
方
の
時
代
」
を
希
求
す
る

潮
流
と
相
ま
っ
て
、
地
方
分
担

を
基
軸
と
し
た
住
民
福
祉
の
向

上
な
ど
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
 

町
議
会
議
員
十
二
年
以
上
）
吉

田
米
逸
（
同
）
共川
豊
一
（
同
）
中

西
慎
一
 
（選
挙
管
理
委
員
十
．
一

年
以
上
）
斉
藤
忠
英
（
町
職
員

二
十
年
以
上
）
角
田
偲

（同
）
 

伊
藤
柾
雄
（
同
）
今
義
孝
（同
）
 

今
盛
幸

（同
）
松
坂
良
子
（同
）
 

葛
西
幸
子
（
同
）
杉
山
倭
文
子
 

（同
）
白
川
チ
サ
子
（
金
木
病

院
職
員
二
十
年
以
E
）
西
村
英
 

f

（同
）
今
時
彦
（
同
）
..
.L
 
 課

超
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
に
も
、
今
日
ほ
ど

地
方
議
会
が
そ
の
真
価
を
発
揮

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
と
き
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
後
ま
す
ま
す
自
重
自
戒
し

一

研
蹟
を
つ
み
、
議
会
の
資
務
を
】
 

重
ん
じ
て
品
位
を
高
め
、
地
方

自
治
の
発
展
と
金
木
町
の
隆
昌

発
展
に
微
力
を
尽
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
 

各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

菊
次
郎
（
行
政
協
力
委
1
1十
五

年
以
上
）
原
田
清
治

（
同
）
 

〈
特別
功
労
賞
〉
 

嘉
瀬
小
学
校
（
学
校
給
食
の

振
興
）
長
尾
久
雄

（
農
業
の
振

興
、
葉
タ
バ
コ
）
今
政
光

（
交

通
安
全
運
動
）
坂
本
義
音

（
人

倫
擁
護
委
員
十
五
年
以
上
）
秋

元
直
衛

（
民生
委
員
十
五
年
以

上
）
工
藤
ュ
キ
（
保
健
協
力
員

二
十
年
以
上
）
桜
庭
ト
コ
（同
）
 

津
島
ト
ミ
（同
）
前
田
節
子
（同
）
 

松
川
ミ
チ
ェ
（
同
）
棟
方
ミ
エ
 

（同
）
吉
田
ト
キ

（同
）
田
中

重
隆
（
消防
団
員
三
十
年
以
上
）
 

杉
山
勝
蔵
（
同
）
小野
七
ッ

（納

税
組
合
長
二
十
年
以
上
）
大
橋

喜
八
郎
（
同
）
新
岡
清
士
（同
）
 

金木だよ り I2 】 

ハ
議
長
に
野
宮
氏
）
 

第
田
回
臨
時
町
議
会
 

野宮新膿長のもと提案理由を説明する古川
竹夫町長 

▽
町
監
査
委
員
I
沢
川
政
孝
 
郎
 

近
藤
仁
 
高
杉
武
太
郎
 

▽
金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
 
同
補

充
員
ー
中
谷
新
勝
 
中
村

委
1
1廿
中
西
慎
一
 
津
島
正
次
 
正

俊
 
原
田
俊
司
 
葛
西
信
一
 

輝
く
栄
誉
お
め
で
と
う
 

1
団
体
3
6人
に
町
褒
賞
 



ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
 

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
の
安
全
運
転
と
、
子
供
た

ち
へ
の
思
い
やり
が
必
要
で
す
。
 

ぜ
ひ
、
次
の
点
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。
 

O
子
供
の
“
飛
び
出
し
〉
は
突

発
的
で
す
。
子
供
の
姿
を
見
た

ら
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
し
、
 

徐
行
運
転
を
ノ
 

0
子
供
が
道
路
を
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
き
は
、
後
続
車

に
合
図
を
ノ

・
 

⑥
発
進
、
後
退
の
と
き
は
、
周

囲
に
子
供
が
い
な
い
か
を
確
認

ノ
・
 

＠
左
折
す
る
と
き
は
、
左
側
に

自
転
車
に
乗
っ
た
子
供
や
歩
行

者
が
い
な
い
こ
と
を
十
分
確
か

め
て
徐
行
を
ノ
 

る
場
合
に
は
、
子
供
の
年
齢
や

体
力
に
適
し
た
も
の
を
選
び
、
 

と
き
ど
き
お
子
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
点
検
や
整
備
を
し
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 ◇

 
◇
 

お
子
さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
と

の
毎
日
の
楽
し
い
語
ら
い
の
な

か
で
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

理
解
し
、
お
母
さ
ん
の
お
手
本

に
よ
っ
て
、
安
全
な
行
動
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
温
か

い
愛
情
を
も
っ
て
指
導
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料

は
 

完
納
し

ま
し
よ
う
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
め
て
い
ま
す
か
。
 

国
民
年
金
に
は
老
齢
年
金
の

ほ
か
に
障
害
年
金
や
母
子
年
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
年
金
は
万
一
の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
に
、
保
険
料
を
き
ち
ん

と
納
め
て
い
る
こ
と
が
、
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
の
条
件
の
ー
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

三
月
は
年
度
末
で
す
。
年
度

を
越
し
て
か
ら
納
め
る
と
き
は

違
う
用
紙
で
納
め
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
し
、
四
月
か
ら
は
五

十
九
年
度
分
の
納
付
も
始
ま
り

ま
す
の
で
、
ま
と
め
て
納
め
る

こ
と
に
な
れ
ば
額
も
大
き
く
な

り
、

一
層
大
儀
に
な
り
ま
す
。
 

五
十
八
年
度
分
の
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
三
月
中
に
完
納

し
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
が
 

変
わ
り
ま
す
 

四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険

料
が

ー
か
月
六
千
二
百
二
十
円

に
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
財
政
は
、
収
め

ら
れ
る
保
険
料
を
大
半
の
収
入

と
し
、
支
払
わ
れ
る
年
金
を
支
 

出
と
し
て
、
長
い
将
来
に
わ
た

っ
て
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
は
安
い
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
額

を
そ
の
時
代
の
生
活
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
一
定
の
水
準
に
保
つ

よ
う
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
は

保
険
料
も
引
き
上
げ
な
け
れ
ば

財
政
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
 

自
主
的
に
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
民
年
金
の
保
険
料
の

負
担
感
は
け
っ
し
て
軽
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
額

に
見
合
っ
た
保
険
料
を
負
担
し

て
い
る
こ
と
を
ご
承
知
願
い
ま

す
。
 

,

．
、
 

国
 

民
 

年
 

ム
寓W一
 

'
 

新
入
学

（園
）
 

わ
ず
か
で
す
。
 

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
お
子

さ
ん
が
安
全
に
行
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
日
常
生

活
の
な
か
で
の
、
日
ご
ろ
の
お

母
さ
ん
の
努
力
こ
そ
が
も
の
を

い
っ
の
で
す
。
 

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
、
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。
 

具
体
的
な
 

教
え
方
を
 

●

実
際
の
体
験
を
通
し
て
教
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

通
学
、
通
園
時
間
に
合
わ
せ

て
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
 

（
園
）
路
を何
回
か
歩
い
て
、
 

信
号
機
の
見
方
、
横
断
歩
道
の

正
し
い
渡
り
方
を
指
導
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
時
間

や
曜
日
に
よ
っ
て
交
通
事
情
が

変
わ
る
こ
と
も
併
せ
て
教
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

●

子
供
に
は
「
あ
あ
し
て
は
い

け
な
い
」
 
「こ
う
し
て
は
い
け

な
い
」
と
言
っ
て
も
、
あ
ま
り

効
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全

な
行
動
を
具
体
的
に
教
え
て
実

行
さ
せ
、
ほ
め
な
が
ら
教
え
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

●

道
路
を
横
断
す
る
前
に
、
必

ず
い
っ
た
ん
停
止
す
る
習
慣
を

つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
 
 は

日
ご
ろ
か
ら
、曲
が
り
角
で
は

必
ず
止
ま
る
な
ど
の
習
慣
を
つ

け
て
注
意
深
い
子
供
に
育
て
ま

し
よ
・
フ
。
 

●

道
路
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
、
 

ふ
だ
ん
か
ら
徹
底
し
て
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
 

最
近
で
は
、
裏
通
り
を
通
る

車
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い

っ
そ
う
の
注
意
が
必
要
で
す
。
 

生
活
に
 

ゆ
と
り
を
 

ま
た
、
子
供
が
毎
日
の
生
活

で
時
間
の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と

も
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

●

寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
す

ま
せ
る
よ
う
に
習
慣
づ
け
、
登

校
時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

あ
わ
て
て
登
校
し
、
忘
れ
物

に
気
づ
い
て
家
に
引
き
返
す
途

中
で
、
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
。
 

帰
宅
後
の
遊
び

に
も
注
意
を
 

●

帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ

い
範
囲
や
帰
宅
時
問
な
ど
を
決

め
て
、
子
供
に
し
っ
か
り
守
ら

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

●

子
供
に
自
転
車
を
利
用
さ
せ
 

ま 
で 

曹新入学（園）児童の交通安全 



小学校男子距離競技でトップを競う

土岐君（嘉瀬）と秋元君（川倉） 

ぺ
皇

1
 虻

ー
H
 

なるみ・ともこ 

第3保育所（3歳） 

 

ーノ“,‘ら ー】 

縄に；iハ玉一 

蓄露糾i 

 

金木だよ り (4) 

みんな 、 
の広場 

「みんなの広場」はあなたが
つ＜るページです。話題なと’ 
ありきしたら企画室よで

ご運絡下さい。 
いつでも取材に伺いより。 
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カレーライスつくり 
川倉小3年 泉谷 薫 

カ
レ

ン
ダ

ー
 

喜
良

市
小
五
年
 

神
 
加
奈
子
 

I
の
中
谷
公
美

（
金木
）
▽
高

校
一
般
男
子
一
部

I
①
鎌
田
由

弘
（
嘉
瀬
）
②
秋
元
令
治
（同
）
 

③
松
本
洲
弘
（
金
木
）
▽
同
一
一

部

I①
伊
藤
一
弘
（
金
木
）
②

白
川
勝
信
（
同
）
▽
同
三
部

I
 

①
其
田
秀
幸

（川
倉
）
▽
高
校

一
般
女
子

I①
果
谷
加
千
子
（
 

川
倉
）
 

▽
飛
躍
 
▽
小
学
校

I①
小

松
照
正

（
嘉
瀬）
②
泉
谷
太

（
 

金
木
）
③
加
賀
谷
武
志
（
喜
良

市
）
▽
中
学
校

I
の
大
橋
淳
哉
 

（
金木
南
）
②
秋
元
謙
也
（
同
）
 

③
木
村
匡
宏
（
同
）
 

◇
距
離
 
▽
小
学
校
男
子

I
 

①
土
岐
純
也

（
嘉
瀬）
②
秋
元

雅
利
（
川
倉
）
③
三
橋
論
（
同
）
 
 

風
 

景
 

嘉
瀬
小
六

年
 

原
田
 

直
伸
 

▽
同
女
子
‘
①
山
中
真
理
子

（
 

嘉
瀬
）
②
鎌
田
美
幸
（
同
）
③

泉
谷
真
吏

（
同
）
▽
高
校
一
般

男
子
一
部

I①
中
谷
精
一
（
川

倉
）
▽
同
二
部

I①
小
山
内
道

也

（
嘉
瀬
）
▽
同
三
部
井
白
川
 

冬
 金

木
小
五
年
 

須
郷
 
雄
史
 

豊
光

（川
倉
）
 

◇
リ
レ

ー
 
▽
小
学
校
男
子

①
川
倉

A
 ②
嘉
瀬

A
 ③
川

倉

B
 ▽
同
女
子

I①
嘉
瀬

A
 

②
川
倉
 
③
嘉
瀬

B
 ▽
高
校

一
般
男
子
廿
①
嘉
瀬
 
②
川
倉
 

第
二
十
六
回
金
木
町
民
ス
キ
 

ー
大
会
が
二
月
十
二
日
、
二
百

三
十
人
の
町
民
が
参
加
し
て
嘉

瀬
ス
キ
ー
場
で
聞
か
れ
、
四
種

目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

◇
回
転
 
▽
小
学
校
男
子

I
 ①

洩
利
敏
実

（
川
倉）
②
神
雅

人

（
嘉
瀬）
③
三
上
誠
（
金木
）
 

マ
同
女
子

I
①
中
谷
真
起
子

（
 

川
倉
）
②
山
中
息

（
嘉
瀬）
③

葛
西
千
雪
（
金
木
）
▽
中
学
校

男
子

I
①
荒
井
公
章

（
金木
）
 

②
塚
本
和
毅

（同
）
・
▽
同
女
子
 

劉
人
が
四
種
目
に
熱
戦
 

第
2
6回
町
民
ス
キ

ー
大
会
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第
四
回
凧

あ
げ
大
会
人
賞
者
 

（
四
日
、
中
央
公

民
館
前

広
場
）
 

▽
町
内
．
・
．一枚
凧
の
部
 

①
高
橋
唯
義
 
②
和
鳥
柾
太

①
秋
元
孝
昭
 
②
西
沢
実
夏
 
郎
 

③
秋
元
治
平
 
金
木
町
議

③
斎
藤
和
広
 
努
力
賞
【
津
島
 
会
議
長

賞
ー
上
見

一
寓
 
金
木

和
孝
 
塚
本
博
隆
 
鳴
海
智
子
 
町
商
工

会
長
賞

I
川
浪
新
造

▽
町
内
四
枚
凧
以
上
の
部
 

優
秀
賞

I
角
田
里
子
 
努
力
賞

①
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
 

・
川
浪
大
蔵
 
菊
地
雅
明
 
古
 

ー
ム
 
②
成
田
登
 
③
小
山
内
 
川
真
衣
 

溝
人
 
金
木
町
長
賞
・
米
塚
兼
 

▽
町
外
十
六
枚
凧
以
上
の
部

一
 
み
ち
の
く
銀
行
金
木
支
店
 
①
棟
方
元

衛
 
②
斎
藤
兼
善

長
賞

I
米
塚
隆
．
・
 金
木
町
中
 
③
大
見

凧
の
会
 
金
木
町
教
育

央
公
民
館
長
賞

I
大
東
ケ
丘
サ
 
長

賞

I
川
浪
文
造
 
金
木
消
防

ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
 
努
力
賞
廿
 
署

長
賞

I
兜
森
幸
蔵
 
金
木
津
 

阿
部
俊
．
 
工
藤
幸
雄
 

軽
凧
の
会
長
賞
廿
坂
本
昭
．
 

▽
町
外
四
・
八
枚
凧
の
部
 
努
力

賞

I
工
藤
実
 
葛
酉
靖
仁
 



公衆電話からの緊急通報 

公衆電話からの110番 119番 

通報の仕方は3通り 

通 報 方 法 電話機の祖頻 

く呼出器＞ 受話器をあ 

げて110番、 119番用「呼 

出器」のダイャルを回 
I プノ ”血I 、 
レ 、 、 ‘、、’ 

資電話（ボックス型）, 

ダイャル式黄電話（ホ

ックス型） 

⑨

」
  

I 

1 

m 

く緊急通報用ポタン〉 

受話器をあげ，電話槻 

期円赤電話，青電話（卓

上型）．黄電話、力ード

公衆電話 正面の I緊急通報用ポ 

夕ン」を押してからダ 

イャルしてください． 

・一 

、―ニ 

10円玉はいリません． 

厄、〈力ギ》店の人に110番 
、さ一多I 朋番へかけたい些言っ 
1‘ 	て、 	「力ギ」を回して 

臓 	’らってください・ 10 
W 	円玉は、“Jません・ 

10円赤電話．ピンク電

話 

「安
全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
を
 

ー
」
と
、
さ
る
二
月
十
六
日
か

ら
六
日
間
の
日
程
で
古
川
竹
夫

町
長
ら
が
出
稼
先
の
事
業
所
な

ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
訪
問
地
は
、
北
陸
、
 

中
部
及
び
関
東
地
方
の
八
事
業

所
（
七
十
名
就
労
）
で
、
全
員

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
就
労
者
と
面
談
、
留

守
家
族
の
模
様
や
町
の
様
子
な

ど
を
説
明
し
、
元
気
で
、
安
心

し
て
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
激
 

励
し
ま
し
た
。
 

▽
三
重
県
廿
鈴
鹿
市
 
大
橋

訪
間
事
業
所
は
次
の
通
り
で
 
建
設
（
八
人
）
 
同
 
丸
佐
建

す
。
（
 
）
内
は
、就
労
者
数
 
設
工

業
（
七
人
）
 

▽
石
川
県
I
金
沢
市
 
松
原
 

▽
愛
知
県
I
名
古
崖
市
 
大

光
工
業
（
六
人
）
 
野
々
市
町
 
橋

建
設

（
九人
）
 

柳
昌
建
設
（
十
三
人
）
 
小
松
 

▽
神
奈
川
県
I
海
老
名
市
 

市
 
長
尾
組
 

鈴
建
（
十
二
人
）
 

の
「
丸
佐
建
設
本
社
」
前
で
、
町
長
と
嘉
瀬
の
人
々
ら

④
「
鈴
建
」
の
従
業
員
食
堂
で
、
平
川
さ
ん
ら
と
 

①
今
回
の
研
修
会
場
と
な
っ
た
八
王
子
市
郷
土
資
料
館

前
で
。
大
雪
の
た
め
出
席
者
は
七
名
。
 

皆
ん
な
元
気
で
し
た
／
 

町
長
ら
が
出
稼
ぎ
先
を
激
励
訪
問
 

「十
円
玉
専

用
の
赤
電
話
」
 
「
ピン
ク
電
話
」
は
、
 
「
力

ギ
」
を
差
し
込
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
、
消
防
署
や
警
察
署
に

つ
な
が
っ
て
も
、
あ
な
た
の
声
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
 

栄
光
を
た
た
え
て
 

1
3人
に

ス
ポ
ー
ッ
賞
 

さ
る
二
月
ニ
十
八
日
、
役
場

会
織
室
で
五
十
八
年
度
金
木
町

ス
ポ
ー
ッ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、
 

高
橋
元
弥
教
育
長
か
ら
今
年
度

活
躍
し
た
選
手
十
三
人
に
記
念

の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

白
川
あ
さ
子

（
金木
中
三
年
 

・

ス
キ
ー
）
今
亨

（
金木
南
中

三
年

・
ス
キ
ー
）
大
橋
淳
哉
（
 
 同

・
同
）
木
村匡
広
（同
・
同
）
 

今
晴
央
（
同

・
同
）
工
藤
一
生
 

（
金木
高
二
年
・
重
量
挙
げ
）
 

花
田
友
彦
（
同
・
同
）
葛
西
光

洋

（
同
・
同
）
伊
藤
辰
男
（同
 

・

同
）
石
戸
谷
隆
（
金
木
高
「
1
 

年

・
陸
上
）
木
村
文
明
（
同
・

同
）
金
本
敬
夫

（
五農
二
年
・

柔
道
）
三
浦
健
也
（
弘
工
二
年
 

・

ボ
ク
シ
ン
グ
）
 



!
 

戸
籍
の
窓
朗
 

お
め
で
と
・
つ
 

白
川
 
貴
大
（
徹
）

金
 
木

山
中
 
司

（
晴美
）
嘉
 
瀬

今
 

歩

（道
茂
）
 
ク
 

鳴
海
麻
衣
子

（
隆弘
）
金
 
木

桜
庭
 
梨
菜
（
昭
夫
）
喜
良
市

木
下
千
恵
子

（
悟
）
嘉
 
瀬
 

"
l
 

 

平
川
 
隼

伊
丸
岡
大
樹

滞
田
 
郁
美

土
岐
美
佳
子

其
田
 
壮
規

中
村
 
洪
大
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（畿

響
翻
静
柳
 

ナンパーワン 
沢部 白川 徹

長男 貴 大くん 

2 月21日生まれ

体重 3,850グラム 

久
悦

伸
彦

清
治

強
四

忠
佳

剛
希
 

嘉
 
瀬

喜
良
市

金
 
木

嘉
 
瀬

川
 
倉

金
 
木
 

役場の執務時間
が変わります。 

4 月 1 日～10月31日
月～金 

8時15分～16時45分
土 

8時拓分～ 正 午 

安全で 
明るい町を 

交通死亡事故ゼ口 

555日 
(3月16日現在） 

一
 

I
 
I
i
I

り
」
 

I
l
I
i
I
I
 

地I
 美I
'
l
t
 

」
’
リ

I
I
 

、
秋
元
 違
也
 

〈
松川
 
弘
子
 勘

衛
門
）
中柏
木

華
男
）
嘉
 
瀬
 

（修
一
）
中
里
町
 

（
平内
）
嘉
 
瀬
 

お

く
や
み
 

泉
谷
政
次
郎

桑
田
 
よ
そ

神
 
多

作

山
中
専
三
郎

斉
藤
 
ハ
ツ

角
田
 
文
子

鈴
木
 
繁
正

鳴
海
富
士
雄

吉
田
奥
L
郎
 

A
ソ
 

皿
ー
 

岩
村
 
イ
チ
 

5
5）
 
川
 
倉 

8
8）
 
喜
良
市
 

7
4)
 

5
6
)
 

8
1）
 

ク
 

5
5）
 
金
 
木
 

4
7）
 
嘉
 
瀬
 

7
1
)
 

 

7
2
)
 

 
6
7）
 
喜
良
市
 

5
6
)
 

嘉 

瀬 

嘉 

瀬 
ク
 

ク
 

金 

木 

お
知
ら

せ
 

犬
の
登
録
と
予
防

圧
射
 

4
月
1
0日
か
ら
1
3日
ま
で
 

▼
料
金
登
録

料
2
、
1
0
0
円

注
射
料
1
、
2
4
0
円
注

射
済

票
3
6
0
円
 

▼
持
ち
物
 
印
鑑
 

〈日
程
〉
 

1
0日
I
喜
良
市
生
改
セ
ン
タ

ー
 

前
（
1
0時
I
1
1時
2
0分
）
 
双

葉
町
、
桑
田
昭
夫
宅
前
（
1
1時
 

2
5分
ー
1
1時
5
0分
）
 
喜
瀬
公

民
館
前

（1
3時
・
1
4時
）
 
旧

嘉
瀬
劇
場
前

（1
4時
1
0分
ー
1
4
 

時
4
0分
）
 

1
1日
I
川
倉
、
白
川
豊
太
郎
宅

前

（1
0時
ー
1
0時
3
0分
）
 
沢

部
、
白
寛
建
設
前
（
1
0時
4
5分
 

I
1
1時
1
0分
）
 
蒔
田
屯
所
前
 

(1
1時
1
5分

ー
1
1時
3
5分
）
 

神
原
、
前
田
商
店
前

（1
1時
4
0
 

分
ー
1
1時
5
5分
）
 
大
東
ケ
丘

山
の
家
前
（1
3時

ー
1
3時
3
0分
）
 

金
木
団
地
遊
園
地
内

（1
3時
5
0
 

分
ー
1
4時
3
0分
 

1
2日
I
湯
の
川
、
田
中
徳
治
宅

前
（
1
0時
・
1
0時
3
0分
）
 
藤

枝
、
工
藤
弥
一
郎
宅
前

（1
0時
 

3
5分

ー
1
1時
）
 
若
松
町
、
招
 

,
 

！
《
 

魂
堂
前
 
h
時
m
分
ー
1
1時
4
5
 

分
）
 
岩
見
町
神
社
境
内
（
1
3
 

時
ー
1
3時
3
0分
）
 
中
柏
木
、
 

吉
崎
繁
勝
宅
前
（
1
3時
4
0分

ー
 

1
4時
）
 

1
3日
廿
金
木
町
役
場
前

（1
0時
 

ー
1
4時
）
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
所
 

お
気
軽
に
ご
利
用
を
 

県
で
は
、
交
通
事
故
の
被
害

者
を
救
済
す
る
た
め
、
五
所
川

原
市
に
巡
回
交
通
事
故
相
談
所

を
設
け
、
交
通
事
故
に
と
も
な

う
損
害
賠
償
額
の
算
定
・
請
求
 

・

示
談
方
法
に
つ
い
て
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

予
備
知
識
な
ど
が
わ
か
ら
な

い
た
め
苦
し
み
、
泣
き
寝
入
り

し
な
い
よ
う
に
一
日
も
早
く
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▼
相
談
日
時
 
毎
月
第
二
、
第

四
水
曜
日
 
午
前
1
0時

ー
午
後
 

3
時
 

▼
開
設
場
所
 
五
所
川
原
市
民

文
化
会
館
別
館

（
市
民
文
化
会

館
裏
の
旧
中
央
公
民
館
I
。
3
4
 

1
3
1
9
1
)
 

▼
相
談
料
 
無
料
 
 

▼
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故

相
談
所
相
談
員
 

ス

タ
ン
ド

の
 

日
曜

営

業
案

内
 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜

営
業
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

緊
急
時
な
ど
に
備
え
て
、
日
曜

日
に
も
町
内
の
ス
タ
ン
ド
が
交

替
で
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

▼
3
月
2
5日
 

伊
藤
商
店
 
5
31
2
8
2
5
 

▼
4
月
1
日
 

其
田
石
油
 
5
31
3
7
7
3
 

Y
4
月
8
日
 

藤
本
石
油
 
5
31
2
4
4
0
 

マ
4
月
1
5日
 

飯
塚
商
店
 
5
21
5
5
5
5
 

▼
4
月
2
2日
 

三
上
石
油
 
5
21
2
3
7
0
 

弘
高
で
入
学
生
募
集
 

通
信
制
で
生
涯
教
育
を
 

県
立
弘
前
高
校
通
信
制
で
は
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

働
き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
い
う

向
学
心
の
あ
る
人
た
ち
に
高
校

教
育
の
機
会
を
与
え
て
い
る
の

が
通
信
教
育
で
す
。
 

学
習
方
法
は
各
科
目
に
決
め
 
 ら

れ
た
時
数
出
校
し
、
自
宅
で

リ
ポ
ー
ト
作
成
を
し
ま
す
。
学

習
に
は
年
問
二
十
日
く
ら
い
の

出
校
が
必
要
で
、
リ
ボ
ー
ト
は

科
目
に
よ
り
年
問
三
ー
十
二
回

の
提
出
で
す
。
 

費
用
は
年
間
一
万
二
千
円
く

ら
い
で
、
教
科
書
、
学
習
書
に

無
償
給
与
さ
れ
ま
す
。
 

出
願
は
四
月
七
ロ
（
土
）
ま

で
で
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
左

記
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

弘
前
市
新
寺
町

】
番
地
 

県
立
弘
前
高
校
通
信
制

脅
〇
一
七
七
 

三
ニ
ー
九
四
二
四
 

一
 

 
【
 

（難
響

鑓

離
画
 

、
櫛
引
 
豊
、

勇
市
）
嘉
 
瀬
 

（
竺L
r
賀
一j
 岩
雄
）
中
里
町
 

（
職為
二
饗

錦
柳
 

（鵬
ね
警
鍵
瀞
琳
 

（雑

一
琳
駆轟
囲
 

（驚
繋

蘇
嘉
綿
 

（鵬
眺
讐
鍵

曙
帥
 

（錯
千
恵
細
繰欝
膚
 

金木だよ‘) (6) 

'
 


